
Slackline Tour 2025 信州大会  競技方法 

 

Slackline Tour 2025 信州大会の競技方法は、以下の通りです。 

 

JSFED ランキングポイント付与 

・スタティック、ジュニア ：Ｂランク 

・マスター、オープン男女 ：Ｃランク 

 

【予選】 ジャムセッション方式 

⚫ スタティック 

・１人／６０秒の２ターン 

・予選①で２名、予選②で２名を選出 

⚫ ジュニア、マスター、オープン女子 

・１人／３０秒の３ターン 

・予選①で２名、予選②で２名を選出 

⚫ オープン男子 

・１人／３０秒の３ターン 

・本戦トーナメントのスポットを決定 



【本戦】 トーナメント方式 

・競技者２人ずつの勝ち上がり方式。 

・スタティックの演技時間は、１人／６０秒ノンストップタイムを２ターン。  

・オープンは演技時間２分 

 1 分 49 秒までがストップタイム、1 分 50 秒から残り 10 秒がノンストップタイム。 

・ジュニアとマスターは演技時間 1 分 30 秒 

 1 分 19 秒までがストップタイム。1 分 20 秒から残り 10 秒がノンストップタイム。 

 

【ジャッジ】 

・３人の公認ジャッジによる勝ち負け判定。 ※連盟規定のジャッジング方式による 

 

【ライン仕様】 

・スタティック    高さ 50cm±5cm フレーム間 5m±1m 

  ※緩衝マット設置予定 

・ジュニア      高さ 125cm±5cm フレーム間 16m±2m 

  ※大型エアーマット設置 

・オープン、マスター 高さ 150cm±5cm フレーム間 18m±2m 

  ※大型エアーマット設置 


